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(９) ディーゼル/バス（1A3b）Ｎ2Ｏ 

① 背景 
平成 15 年度の国内の輸送に伴うエネルギー消費量全体の約 87.2％を自動車が占めており、自

動車全体で消費されるエネルギーの約 37.8％がディーゼル車によって消費される軽油のエネル

ギーである。ディーゼルバスは自動車全体の約 1.9％のエネルギーを消費している（「平成 17 年

版交通関係エネルギー要覧」、国土交通省）。ここでは軽油を燃料とするバスから排出される N2O

の量を算定する。 

② 算定方法 

（a）算定の対象 
各算定基礎期間において軽油を燃料とする普通自動車又は小型自動車のうち、人の運送の用に

供するもので乗車定員 11人以上の車両（バス）の走行に伴って排出される N2Oの量。 

（b）算定方法の選択 
算定方法は GPG(2000)に示されている Tier 2の推計方法（走行キロ数に基づく方法（ボトムアッ

プ手法））を用いている。 

（c）算定式 
ディーゼルのバスの走行量に、排出係数を乗じて算定する。 

AEFE ×=  

E : ディーゼルバスからの N2O排出量（gN2O） 
EF : 排出係数（gN2O/km） 
A : 各算定基礎期間におけるディーゼルバスの年間走行量（台 km/年） 

 

（d）算定方法の課題 
特になし。 

③ 排出係数 

（a）定義 
ディーゼル/バスの１km走行に伴って排出されるｇで表した N2Oの量。 

（b）設定方法 
ディーゼル/バスからの N2O の排出に関しては、国内で計測試験が行われているが、量的に少

ない状況である。そこで、排出係数は 1996年改訂 IPCCガイドラインのデフォルト値を適用する。 

（c）排出係数 
ディーゼル/バスからの N2Oの排出係数は、0.025gN2O/kmとする。 

（d）排出係数の推移 
1990～2003年度の排出係数は、上記の排出係数と同じとする。 
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表 242 1990～2003年度のディーゼル/バスの N2O排出係数（単位：gN2O/km） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

排出係数 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

排出係数 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025

 

（e）排出係数の出典 
・1996年改訂 IPCCガイドライン 

 

表 243 1996年改訂 IPCCガイドラインのデフォルト値 

 
 

（f）排出係数の課題 
   （データ） 

・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （国内の実測） 
・ 「3.1(2) ガソリン/バスと同じため省略」。 

   （毎年度の係数設定） 
・ 「3.1(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （計測方法） 
・ 「3.1(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 
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   （走行試験モード） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （触媒の経年劣化） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （NOx排出量との関係） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （燃費との関係） 
・ GPG(2000)では、燃費をもとに排出係数を算定する手法が提案されている。排出係数

の設定にあたっては燃費からみた検討も必要とされる。 

   （排出係数の妥当性検討） 
・ 排出係数の設定方法としては、1)走行速度区分別排出係数に基づく方法、2) N2O排出

量の NOx排出量に対する割合より推計する方法、3)燃費をもとに推計する方法、4) 1996年改

訂 IPCC ガイドラインのデフォルト値を用いる方法がある。排出係数の設定にあたっては、

計測データの状況を踏まえ、これらの方法による推計結果を参考に設定する排出係数の妥当

性を検討する必要がある。 

④ 活動量 

（a）定義 
各算定基礎期間におけるディーゼル/バスの年間走行量。 

（b）活動量の把握方法 
ディーゼル/バスの CH4の場合と同様、「自動車輸送統計年報」の値を採用する。燃費および燃

料消費量をもとに、ガソリン/ディーゼル別の走行量を推計する。 
 

    表 244  活動量についての出典 
資料名 自動車輸送統計年報 平成 2～15 年度分 

発行日 ～2004 年 12 月 14 日 

記載されている最

新のデータ 
1990～2003 年度のデータ 

対象データ 

「2-1 貨物輸送量及び原単位」 

「3-1 旅客輸送量及び原単位」 

「4-1 燃料消費量等総括表」 

 

（c）活動量の推移 
 

表 245 1990～2003年度のディーゼル/バスの活動量（単位：106台 km） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

活動量 7,014 7,107 7,005 6,889 6,769 6,736 6,680 

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

活動量 6,617 6,499 6,578 6,598 6,740 6,630 6,633 
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（d）活動量の課題 
特になし。 

⑤ 排出量の推移 

表 246 1990～2003年度のディーゼル/バスの N2O排出量（単位：GgN2O） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

排出量 0.18 0.18 0.18 0.17 0.17 0.17 0.17 

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

排出量 0.17 0.16 0.16 0.16 0.17 0.17 0.17 

 

⑥ その他特記事項 
・ 特になし。 

⑦ 不確実性評価 
ガソリン/乗用車と同様。自動車による N2O排出係数の不確実性は、50％である。 

（a）活動量 
ガソリン/乗用車と同様。自動車の活動量の不確実性は、50％である。 

（b）排出量 
排出量の不確実性は、排出係数の不確実性と活動量の不確実性を用いて次式のとおり算定する。 

22
AEF UUU +=  

U : 排出量の不確実性 
UEF : 排出係数の不確実性 
UA : 活動量の不確実性 

 

表 247 排出量の不確実性算定結果 

排出源 排出係数 
（gN2O/km） 

排出係数の

不確実性 
（%） 

活動量 
（106台 km /
年） 

活動量の 
不確実性 
（%） 

排出量 
（GgN2O） 

排出量の

不確実性

（%） 
ディーゼルバス 0.0250 50 6,633 50 0.17 71
 

 

⑧ 今後の調査方針 
・ 排出係数の課題を踏まえ、必要に応じて排出係数の設定方法の見直しを検討する。 
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(１０) ディーゼル/普通貨物車（1A3b）Ｎ2Ｏ 

① 背景 
平成 15 年度の国内の輸送に伴うエネルギー消費量全体の約 87.2％を自動車が占めており、

自動車全体で消費されるエネルギーの約 37.8％がディーゼル車によって消費される軽油のエ

ネルギーである。ディーゼル貨物車は自動車全体の約 30.7％のエネルギーを消費している（「平

成 17 年版交通関係エネルギー要覧」、国土交通省）。ここでは軽油を燃料とする普通貨物車か

ら排出される N2Oの量を算定する。 

② 算定方法 

（a）算定の対象 
各算定基礎期間において軽油を燃料とする普通自動車のうち、貨物の運送の用に供する車両

（ディーゼル/普通貨物車）の走行に伴って排出される N2Oの量。 

（b）算定方法の選択 
算定方法は GPG(2000)に示されている Tier 2の推計方法（走行キロ数に基づく方法（ボトムアッ

プ手法））を用いている。 

（c）算定式 
ディーゼルの普通貨物車の走行量に、排出係数を乗じて算定する。 

AEFE ×=  

E : ディーゼル普通貨物車からの N2O排出量（gN2O） 
EF : 排出係数（gN2O/km） 
A : 各算定基礎期間におけるディーゼル普通貨物車の年間走行量（台 km/年） 

 

（d）算定方法の課題 
特になし。 

③ 排出係数 

（a）定義 
ディーゼル/普通貨物車の１km走行に伴って排出されるｇで表した N2Oの量。 

（b）設定方法 
日本自動車工業会によるディーゼル/普通貨物車の計測データを基に、排出係数を設定した。 

（c）排出係数 
従来は、ディーゼル小型貨物車・普通貨物車・バス・特種用途車の排出係数として一律に

1996年改訂 IPCCガイドラインのデフォルト値（US Heavy Duty Diesel Vehicles）が用いられて

いた。しかし、(社)日本自動車工業会によるディーゼル普通貨物車の N2O排出係数実測データ

はより小さい値を示しており、排出係数の見直しを行うこととした。 

(社)日本自動車工業会による測定では、ディーゼル普通貨物車からの N2O排出係数は、下表
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のとおりにまとめられる。 

 
表 248  ディーゼル普通貨物車 N2O排出係数（(社)日本自動車工業会提供） 

（単位：mgN2O/km）

触媒なし 触媒あり

平成元年規制 15 (1台) －

長期規制 6 (1台) 14 (2台)

新短期規制 6 (1台) 6 (2台)  

 
上表の基となったディーゼル小型貨物車排出係数データ（(社)日本自動車工業会提供）は以

下のとおりである。 
 

表 249   ディーゼル普通貨物車排出係数データ（(社)日本自動車工業会提供） 

調査年 計測に用いた車両特性 計測時の走行条件

燃料・車種別 規制 年式 総排気量車両重量積載能力 総重量 モード 平均速度 燃費

対象年 (cc) (kg) (kg) (kg) (km/h) (km/l)

ディーゼル普通貨物車（触媒なし ① 1991 H 1 1991 7,800 3,600 4,000 7,765 D13ﾓｰﾄﾞ・換算 23.2 3.3  

自動車からの排出ガス結果 備考

燃料・車種別 CO HC NOx CO2 PM CH4 N2O

(g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km)

ディーゼル普通貨物車（触媒なし ① 1.210 6.074 799.7 0.015 0.015 触媒無し  
 

表 250   ディーゼル普通貨物車排出係数データ（(社)日本自動車工業会提供） 

調査年 計測に用いた車両特性 計測時の走行条件

燃料・車種別 規制 年式 総排気量車両重量積載能力 総重量 モード 平均速度 燃費

対象年 (cc) (kg) (kg) (kg) (km/h) (km/l)

ディーゼル普通貨物車（触媒なし ① 2002 H 11 2001 12,900 11,600 13,200 24,910 JE05ﾓｰﾄﾞ 27.4 3.5

ディーゼル普通貨物車（触媒あり ① 2003 H 11 9,200 8,765 15,530 24,295 JE05ﾓｰﾄﾞ 27.4 3.7

② 2004 H 11 9,200 8,765 15,530 24,295 JE05ﾓｰﾄﾞ 27.4 3.8  

自動車からの排出ガス結果 備考

燃料・車種別 CO HC NOx CO2 PM CH4 N2O

(g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km)

ディーゼル普通貨物車（触媒なし ① 1.00 0.245 5.865 748.9 0.109 0.000 0.006 触媒無し,半積

ディーゼル普通貨物車（触媒あり ① 1.21 0.137 5.152 710.7 0.090 0.000 0.010 触媒付き

② 0.03 0.000 5.127 700.0 0.137 0.000 0.019 触媒付き  
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表 251   ディーゼル普通貨物車排出係数データ（(社)日本自動車工業会提供） 

調査年 計測に用いた車両特性 計測時の走行条件

燃料・車種別 規制 年式 総排気量車両重量積載能力 総重量 モード 平均速度 燃費

対象年 (cc) (kg) (kg) (kg) (km/h) (km/l)

ディーゼル普通貨物車（触媒なし ① 2004 H 15 8,000 4,527 7,737 12,264 JE05ﾓｰﾄﾞ 27.4 6.0

ディーゼル普通貨物車（触媒あり ① 2003 H 15 2002 4,800 2,920 2,000 5,085 JE05ﾓｰﾄﾞ 27.4 8.6

② 2004 H 15 8,000 4,527 7,737 12,264 JE05ﾓｰﾄﾞ 27.4 6.1  

自動車からの排出ガス結果 備考

燃料・車種別 CO HC NOx CO2 PM CH4 N2O

(g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km)

ディーゼル普通貨物車（触媒なし ① 0.64 0.156 3.370 433.7 0.115 0.000 0.006 触媒無し

ディーゼル普通貨物車（触媒あり ① 0.83 0.163 2.013 279.0 0.030 0.000 0.004 触媒付き,半積

② 0.57 0.110 3.337 432.6 0.098 0.000 0.008 触媒付き  

 
ディーゼル普通貨物車の 1990～2003 年度の初度登録年別保有台数（「自動車保有車両数 自

検協統計」、(財)自動車検査登録協力会）から、規制年別の保有台数を求める（下表）。なお、
規制開始翌年からの登録車はすべて当該規制車であるとした。 

 
表 252   規制年別ディーゼル普通貨物車登録台数 

（単位：千台）

年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

昭和50年規制相当 2,164 2,283 2,354 2,392 2,479 2,544 2,602 2,614 2,584 2,516 2,382 2,235 2,073 1,845

昭和63年規制相当 － － － － － － － － － 35 153 263 371 488

平成12年新短期規制 － － － － － － － － － － － － － 51

計 2,164 2,283 2,354 2,392 2,479 2,544 2,602 2,614 2,584 2,551 2,534 2,498 2,444 2,384

（出典：「自動車保有車両数 自検協統計」、(財)自動車検査登録協力会）  

（d）排出係数の推移 
ディーゼル普通貨物車の規制年別の登録台数の比率で年別平均N2O排出係数を作成すると、

結果は下表のとおりである。ただし、長期規制、新短期規制の N2O 排出係数については、そ

れぞれ値の大きい触媒あり、触媒なしの場合を安全側として採用した。 

 

表 253 1990～2003年度のディーゼル/普通貨物車の N2O排出係数（単位：gN2O/台/km） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

排出係数 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

排出係数 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.015 0.014

 

（e）排出係数の出典 
・(社)日本自動車工業会データ 
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（f）排出係数の課題 
   （データ） 

・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （国内の実測） 
・ 「3.1(2) ガソリン/バスと同じため省略」。 

   （毎年度の係数設定） 
・ 「3.1(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （計測方法） 
・ 「3.1(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （走行試験モード） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （触媒の経年劣化） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （NOx排出量との関係） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （燃費との関係） 
・ 「3.2(9) ディーゼル/バスと同じため省略」。 

   （排出係数の妥当性検討） 
・ 「3.2(9) ディーゼル/バスと同じため省略」。 

④ 活動量 

（a）定義 
各算定基礎期間におけるディーゼル/普通貨物車の年間走行量。 

（b）活動量の把握方法 
ディーゼル/普通貨物車の CH4の場合と同様、「自動車輸送統計年報」の値を採用する。燃費お

よび燃料消費量をもとに、ガソリン/ディーゼル別の走行量を推計する。 
 

    表 254  活動量についての出典 
資料名 自動車輸送統計年報 平成 2～15 年度分 

発行日 ～2004 年 12 月 14 日 

記載されている最

新のデータ 
1990～2003 年度のデータ 

対象データ 

「2-1 貨物輸送量及び原単位」 

「3-1 旅客輸送量及び原単位」 

「4-1 燃料消費量等総括表」 

（c）活動量の推移 

表 255 1990～2003年度のディーゼル/普通貨物車の活動量（単位：106台 km） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

活動量 66,434 71,510 73,039 72,666 75,299 78,086 80,688 

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

活動量 80,523 78,862 80,312 82,693 82,345 81,711 83,106 
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（d）活動量の課題 
特になし。 

⑤ 排出量の推移 
 

表 256 1990～2003年度のディーゼル/普通貨物車の N2O排出量（単位：GgN2O） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

排出量 1.00 1.07 1.10 1.09 1.13 1.17 1.21 

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

排出量 1.21 1.18 1.20 1.24 1.24 1.23 1.16 

 

⑥ その他特記事項 
・ 特になし。 

⑦ 不確実性評価 

（a）排出係数 
ガソリン/乗用車と同様。自動車による N2O排出係数の不確実性は、50％である。 

（b）活動量 
ガソリン/乗用車と同様。自動車の活動量の不確実性は、50％である。 

（c）排出量 
排出量の不確実性は、排出係数の不確実性と活動量の不確実性を用いて次式のとおり算定する。 

22
AEF UUU +=  

U : 排出量の不確実性 
UEF : 排出係数の不確実性 
UA : 活動量の不確実性 

 

表 257 排出量の不確実性算定結果 

排出源 排出係数 
（gN2O/km） 

排出係数の

不確実性 
（%） 

活動量 
（106台 km 

/年） 

活動量の 
不確実性 
（%） 

排出量 
（GgN2O） 

排出量の

不確実性

（%） 
ディーゼル普通貨物車 0.010 50 83,106 50 1.202 71
 

⑧ 今後の調査方針 
・ 排出係数の課題を踏まえ、必要に応じて排出係数の設定方法の見直しを検討する。 
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(１１) ディーゼル/小型貨物車（1A3b）Ｎ2Ｏ 

① 背景 
平成 15 年度の国内の輸送に伴うエネルギー消費量全体の約 87.2％を自動車が占めており、自

動車全体で消費されるエネルギーの約 37.8％がディーゼル車によって消費される軽油のエネル

ギーである。ディーゼル貨物車は自動車全体の約 30.7％のエネルギーを消費している（「平成 17

年版交通関係エネルギー要覧」、国土交通省）。ここでは軽油を燃料とする小型貨物車から排出さ

れる N2Oの量を算定する。 

② 算定方法 

（a）算定の対象 
各算定基礎期間において軽油を燃料とする小型自動車のうち、貨物の運送の用に供する車両

（ディーゼル/小型貨物車）の走行に伴って排出される N2Oの量。 

（b）算定方法の選択 
算定方法は GPG(2000)に示されている Tier２の推計方法（走行キロ数に基づく方法（ボトムアッ

プ手法））を用いている。 

（c）算定式 
ディーゼルの小型貨物車の走行量に、排出係数を乗じて算定する。 

AEFE ×=  

E : ディーゼル小型貨物車からの N2O排出量（gN2O） 
EF : 排出係数（gN2O/km） 
A : 各算定基礎期間におけるディーゼル小型貨物車の年間走行量（台 km/年） 

（d）算定方法の課題 
特になし。 

③ 排出係数 

（a）定義 
ディーゼル/小型貨物車の１km走行に伴って排出されるｇで表した N2Oの量。 

（b）設定方法 
（社）日本自動車工業会によるディーゼル/普通貨物車の計測データを基に、排出係数を設

定する。 

（c）排出係数 
（社）日本自動車工業会による測定では、ディーゼル小型貨物車からの N2O 排出係数は、

下表のとおりにまとめられる。（社）日本自動車工業会による自動車排出係数測定結果の中か

ら、軽量車・中量車の代表として排気量 2000～2200cc、GVW2～2.5tのバン２台、重量車の
代表として普通貨物車であるがGVWが条件内に収まる排気量 4800～7800cc、GVW5.1～7.8t
の車１台（触媒付き）を選択した（D13モードは GVWが 20t以下では JE05モードとよく対
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応している（環境省資料））。これから、軽中量車・重量車の台数を重みとした加重平均で、平

均 N2O排出係数を作成する。 
 

     表 258  ディーゼル小型貨物車 N2O排出係数（（社）日本自動車工業会提供） 
（単位：mgN2O/km）

10.15 11 コンバイン D13 JE05

モード モード モード*1 モード*2 モード*2

S63～H1 軽量車・中量車 4 (1台) 6 (1台) 4.6 － －
規制 重量車 － － － 15 (1台) －
長期～新短期 軽量車・中量車 3 (1台) 3 (1台) 2.7 － －
規制 重量車 － － － － 4 (1台)

（*1：10.15モード×0.88＋11モード×0.12）

（*2：[mg/kWh]→[mg/km]換算）  
上表の基となったディーゼル小型貨物車排出係数データ（（社）日本自動車工業会提供）は

以下のとおりである。 
 
表 259   ディーゼル小型貨物車排出係数データ（（社）日本自動車工業会提供） 

調査年 計測に用いた車両特性 計測時の走行条件

燃料・車種別 規制 年式 総排気量車両重量積載能力 総重量
等価慣
性

モード 平均速度 燃費

対象年 (cc) (kg) (kg) (kg) (kg) (km/h) (km/l)

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ小型貨物車（中量） ① 1991 S 63 1991 2,000 1,310 600 2,020 1,500 10･15ﾓｰﾄ 22.7 13.7

② 1991 S 63 1991 2,000 1,310 600 2,020 1,500 11ﾓｰﾄﾞ 29.1 12.3

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ普通貨物車(触媒あり ① 1991 H 1 1991 7,800 3,600 4,000 7,765 5,500 D13ﾓｰﾄﾞ・ 23.2 3.3

※D13モード,JE05排ガス値は(g/kWh)→(g/km)への換算値 斜字体は換算値  

自動車からの排出ガス結果 備考

燃料・車種別 CO HC NOx CO2 PM CH4 N2O

(g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km)

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ小型貨物車（中量） ① 0.40 0.078 0.725 179.0 0.004 0.004 触媒無し

② 0.89 0.163 0.651 197.0 0.010 0.006 触媒無し

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ普通貨物車(触媒あり ① 1.210 6.074 799.7 0.015 0.015 触媒無し  

表 260   ディーゼル小型貨物車排出係数データ（（社）日本自動車工業会提供） 
調査年 計測に用いた車両特性 計測時の走行条件

燃料・車種別 規制 年式 総排気量車両重量積載能力 総重量
等価慣
性

モード 平均速度 燃費

対象年 (cc) (kg) (kg) (kg) (kg) (km/h) (km/l)

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ小型貨物車（中量） ① 2003 H 9 1999 2,200 1,550 650 2,530 1,500 10･15ﾓｰﾄ 22.7 13.1

② 2003 H 9 1999 2,200 1,550 650 2,530 1,500 11ﾓｰﾄﾞ 29.1 11.8

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ普通貨物車(触媒あり ① 2003 H 15 2002 4,800 2,920 2,000 5,085 4,085 JE05ﾓｰﾄﾞ 27.4 8.6

※D13モード,JE05排ガス値は(g/kWh)→(g/km)への換算値 斜字体は換算値  

自動車からの排出ガス結果 備考

燃料・車種別 CO HC NOx CO2 PM CH4 N2O

(g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km) (g/km)

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ小型貨物車（中量） ① 0.62 0.204 0.552 199.7 0.048 0.003 0.003 触媒無し

② 0.59 0.153 0.881 220.6 0.048 0.003 0.003 触媒無し

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ普通貨物車(触媒あり ① 0.83 0.163 2.013 279.0 0.030 0.000 0.004 触媒付き,半積  
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「自動車保有車両数（諸分類別）」（自動車検査登録協力会）より、小型貨物車の車両総重量

（GVW）別累積保有台数、及び小型貨物車の燃料別・積載量別累積保有台数から、中量車と

重量車の境である車両総重量 2.5t 以下及び以上のディーゼル小型貨物車の保有台数を推計す

る（平成 13年新短期規制からは中量車と重量車の境は車両総重量 3.5tとなったが、2003年度

時点で新短期規制車はまだ少ないので、ここでは車両総重量 2.5t を境とした）。その結果を下

表に示す。 
 

表 261   ディーゼル小型貨物車：軽中量車・重量車比率 
（単位：万台）

年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

軽中量車台数 204 205 202 195 186 176 168 159 148 137 126 116 104 90

重量車台数 167 182 195 205 215 224 228 228 226 223 221 216 208 196

計 371 388 397 400 401 400 396 387 374 360 347 332 311 286

（出典：「自動車保有車両数 諸分類別」、(財)自動車検査登録協力会）  
 

ディーゼル小型貨物車の 1990～2003 年度の初度登録年別保有台数（「自動車保有車両数 自
検協統計」、(財)自動車検査登録協力会）から、規制年別の保有台数を求める（下表）。なお、
規制開始翌年からの登録車はすべて当該規制車であるとした。 

 
表 262   規制年別ディーゼル小型貨物車登録台数 

（単位：千台）

年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

平成９年以前初度登録 3,711 3,878 3,968 4,002 4,005 4,002 3,965 3,801 3,465 3,153 2,851 2,560 2,267 1,914

平成10年以降初度登録 － － － － － － － 70 273 453 629 772 861 947

計 3,711 3,878 3,968 4,002 4,005 4,002 3,965 3,871 3,738 3,606 3,480 3,332 3,129 2,861

（出典：「自動車保有車両数 自検協統計」、(財)自動車検査登録協力会）  

（d）排出係数の推移 
ディーゼル小型貨物車の軽中量車・重量車の台数を重みとした加重平均で、規制年別平均

N2O 排出係数を作成し、さらに規制年別の登録台数の比率で年別平均 N2O 排出係数を作成す

ると、結果は下表のとおりである。 
 

表 263 1990～2003年度のディーゼル/小型貨物車の N2O排出係数（単位：gN2O/台/km） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

排出係数 0.009 0.009 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

排出係数 0.010 0.010 0.010 0.010 0.009 0.009 0.009

 

（e）排出係数の出典 
・（社）日本自動車工業会データ 

（f）排出係数の課題 
   （データ） 
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・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （国内の実測） 
・ 「3.1(2) ガソリン/バスと同じため省略」。 

   （毎年度の係数設定） 
・ 「3.1(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （計測方法） 
・ 「3.1(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （走行試験モード） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （触媒の経年劣化） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （NOx排出量との関係） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （燃費との関係） 
・ 「3.2(9) ディーゼル/バスと同じため省略」。 

   （排出係数の妥当性検討） 
・ 「3.2(9) ディーゼル/バスと同じため省略」。 

④ 活動量 

（a）定義 
各算定基礎期間におけるディーゼル/小型貨物車の年間走行量。 

（b）活動量の把握方法 
ディーゼル/小型貨物車の CH4の場合と同様、「自動車輸送統計年報」の値を採用する。燃費お

よび燃料消費量をもとに、ガソリン/ディーゼル別の走行量を推計する。 
 

    表 264  活動量についての出典 
資料名 自動車輸送統計年報 平成 2～15 年度分 

発行日 ～2004 年 12 月 14 日 

記載されている最

新のデータ 
1990～2003 年度のデータ 

対象データ 

「2-1 貨物輸送量及び原単位」 

「3-1 旅客輸送量及び原単位」 

「4-1 燃料消費量等総括表」 

 

（c）活動量の推移 

表 265 1990～2003年度のディーゼル/小型貨物車の活動量（単位：106台 km） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

活動量 55,428 59,036 61,873 62,064 60,422 62,032 61,616 

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

活動量 60,514 57,523 56,803 57,221 56,238 53,667 51,014 
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（d）活動量の課題 
特になし。 

⑤ 排出量の推移 

表 266 1990～2003年度のディーゼル/小型貨物車の N2O排出量（単位：GgN2O） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

排出量 0.50 0.53 0.62 0.62 0.60 0.62 0.62 

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

排出量 0.61 0.58 0.57 0.57 0.51 0.48 0.46 

 

⑥ その他特記事項 
・ 特になし。 

⑦ 不確実性評価 

（a）排出係数 
ガソリン/乗用車と同様。自動車による N2O排出係数の不確実性は、50％である。 

（b）活動量 
ガソリン/乗用車と同様。自動車の活動量の不確実性は、50％である。 

（c）排出量 
排出量の不確実性は、排出係数の不確実性と活動量の不確実性を用いて次式のとおり算定する。 

22
AEF UUU +=  

U : 排出量の不確実性 
UEF : 排出係数の不確実性 
UA : 活動量の不確実性 

 

表 267 排出量の不確実性算定結果 

排出源 排出係数 
（gN2O/km） 

排出係数の

不確実性 
（%） 

活動量 
（106台 km 

/年） 

活動量の

不確実性

（%） 

排出量 
（GgN2O） 

排出量の

不確実性

（%） 
ディーゼル小型貨物車 0.009 50 51,014 50 0.451 71
 

⑧ 今後の調査方針 
・ 排出係数の課題を踏まえ、必要に応じて排出係数の設定方法の見直しを検討する。 
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(１２) ディーゼル/特種用途車（1A3b）Ｎ2Ｏ 

① 背景 
平成 15 年度の国内の輸送に伴うエネルギー消費量全体の約 87.2％を自動車が占めており、自

動車全体で消費されるエネルギーの約 37.8％がディーゼル車によって消費される軽油のエネル

ギーである（「平成 17年版交通関係エネルギー要覧」、国土交通省）。ここでは軽油を燃料とする

特種用途車から排出される N2Oの量を算定する。 

② 算定方法 

（a）算定の対象 
各算定基礎期間において軽油を燃料とする普通自動車、小型自動車又は軽自動車のうち、散水

自動車、広告宣伝用自動車、霊柩自動車その他特種な用途に供する車両（ディーゼル/特種用途車）

の走行に伴って排出される N2Oの量。 

なお、「特種な用途に供する自動車」は、3.1(7)を参照。 

（b）算定方法の選択 
算定方法は GPG(2000)に示されている Tier 2の推計方法（走行キロ数に基づく方法（ボトムアッ

プ手法））を用いている。 

（c）算定式 
ディーゼルの特種用途車の走行量に、排出係数を乗じて算定する。 

AEFE ×=  

E : ディーゼル特種用途車からの N2O排出量（gN2O） 
EF : 排出係数（gN2O/km） 
A : 各算定基礎期間におけるディーゼル特種用途車の年間走行量（台 km/年） 

 

（d）算定方法の課題 
特になし。 

③ 排出係数 

（a）定義 
ディーゼル/特種用途車の１km走行に伴って排出されるｇで表した N2Oの量。 

（b）設定方法 
ディーゼル/特種用途車からの N2O の排出に関しては、国内で計測試験が行われているが、

量的に少ない状況である。そこで、排出係数は、1996年改訂 IPCCガイドラインのデフォルト

値を適用する。 

（c）排出係数 
ディーゼル/特種用途車からの N2Oの排出係数は、0.025gN2O/kmとする。 
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（d）排出係数の推移 
1990～2003年度の排出係数は、上記の排出係数と同じとする。 

 

表 268 1990～2003年度のディーゼル/特種用途車の N2O排出係数（単位：gN2O/台/km） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

排出係数 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

排出係数 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025

 

（e）排出係数の出典 
・1996年改訂 IPCCガイドライン 

（f）排出係数の課題 
   （データ） 

・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （国内の実測） 
・ 「3.1(2) ガソリン/バスと同じため省略」。 

   （毎年度の係数設定） 
・ 「3.1(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （計測方法） 
・ 「3.1(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （走行試験モード） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （触媒の経年劣化） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （NOx排出量との関係） 
・ 「3.2(1) ガソリン・ＬＰＧ/乗用車と同じため省略」。 

   （燃費との関係） 
・ 「3.2(9) ディーゼル/バスと同じため省略」。 

   （排出係数の妥当性検討） 
・ 「3.2(9) ディーゼル/バスと同じため省略」。 

④ 活動量 

（a）定義 
各算定基礎期間におけるディーゼル/特種用途車の年間走行量。 

（b）活動量の把握方法 
ディーゼル/特種用途車の CH4の場合と同様、「自動車輸送統計年報」の値を採用する。燃費お

よび燃料消費量をもとに、ガソリン/ディーゼル別の走行量を推計する。 
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    表 269  活動量についての出典 
資料名 自動車輸送統計年報 平成 2～15 年度分 

発行日 ～2004 年 12 月 14 日 

記載されている最

新のデータ 
1990～2003 年度のデータ 

対象データ 

「2-1 貨物輸送量及び原単位」 

「3-1 旅客輸送量及び原単位」 

「4-1 燃料消費量等総括表」 

 

（c）活動量の推移 
 

表 270 1990～2003年度のディーゼル/特種用途車の活動量（単位：106台 km） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

活動量 10,420 11,086 12,938 13,767 14,370 15,373 16,090 

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

活動量 16,145 16,745 17,665 19,115 18,780 19,686 20,073 

 

（d）活動量の課題 
特になし。 

⑤ 排出量の推移 

 

表 271 1990～2003年度のディーゼル/特種用途車の N2O排出量（単位：GgN2O） 
年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

排出量 0.26 0.28 0.32 0.34 0.36 0.38 0.40 

 
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

排出量 0.40 0.42 0.44 0.48 0.47 0.49 0.50 

 

⑥ その他特記事項 
・ 特になし。 

⑦ 不確実性評価 

（a）排出係数 
ガソリン/乗用車と同様。自動車による N2O排出係数の不確実性は、50％である。 

（b）活動量 
ガソリン/乗用車と同様。自動車の活動量の不確実性は、50％である。 

（c）排出量 
排出量の不確実性は、排出係数の不確実性と活動量の不確実性を用いて次式のとおり算定する。 
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22
AEF UUU +=  

U : 排出量の不確実性 
UEF : 排出係数の不確実性 
UA : 活動量の不確実性 

 

表 272 排出量の不確実性算定結果 

排出源 排出係数 
（gN2O/km） 

排出係数の

不確実性 
（%） 

活動量 
（106台 km 

/年） 

活動量の 
不確実性 
（%） 

排出量 
（GgN2O） 

排出量の 
不確実性 
（%） 

ディーゼル特種用途車 0.025 50 20,073 50 0.502 71
 

 

⑧ 今後の調査方針 
排出係数の課題を踏まえ、必要に応じて排出係数の設定方法の見直しを検討する。 
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(１３) 天然ガス自動車（1A3b）Ｎ2Ｏ 

① 背景 
天然ガス自動車は普及台数が年々増加してきており（平成 16年度末で 24,263台；下図参照）、

未推計の解消が必要と考えられる。 
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及
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小型貨物

乗用車

 

図 60  天然ガス自動車普及台数推移（各年度末現在） 
（出典：日本ガス協会） 

② 算定方法 

（a）算定の対象 
天然ガスを燃料とする自動車の走行に伴って排出される N2Oの量。 

車種は次のように区分する。 

・小型貨物車：小型自動車のうち、貨物の運送の用に供する車両 

・普通貨物車：普通自動車のうち、貨物の運送の用に供する車両 

・乗用車  ：普通自動車又は小型自動車のうち、人の運送の用に供するもので乗車定員

10人以下の車両 

・バス   ：普通自動車又は小型自動車のうち、人の運送の用に供するもので乗車定員

11人以上の車両 

・軽乗用車 ：軽自動車のうち、人の運送の用に供する車両 

・軽貨物車 ：軽自動車のうち、貨物の運送の用に供する車両 

・特種用途車：普通自動車、小型自動車又は軽自動車のうち、散水自動車、広告宣伝用自

動車、霊柩自動車その他特種の用途に供する車両 

（b）算定方法の選択 
算定方法は GPG(2000)に示されている Tier 2の推計方法（走行キロ数に基づく方法（ボトム

アップ手法））を用いている。 
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（c）算定式 
天然ガス自動車の車種別走行量に、車種別排出係数を乗じて算定する。 

AEFE ×=  

E : 車種別天然ガス自動車からの N2O排出量（gN2O/年） 
EF : N2O排出係数（gN2O/km） 
A : 天然ガス自動車車種別１台当たりの年間走行量（km/台/年）×車種別登録台数

（台） 
 

（d）算定方法の課題 
特になし。 

③ 排出係数 

（a）定義 
天然ガス自動車の車種別１台当たりの１km走行に伴って排出されるｇで表した N2Oの量。 

（b）設定方法（天然ガス/小型貨物車及び普通貨物車） 
天然ガス/小型貨物車及び普通貨物車からの N2O の排出係数に関しては、国内で実測を行っ

たので、その結果を参考にわが国独自の排出係数を設定することとする。 

排出係数の設定は、下図に従って行う。 

 
ア）

速度区分別に推計した排出係数を
走行速度区分別の走行割合により
加重平均する

イ）

（単位：ｇ/km）

走行割合

平成９年度道路交通
センサスを用いた

走行速度区分別の

排出係数の設定

走行速度区分別の

（単位：ｇ/km）
排出係数

 
 

図 61 排出係数設定の流れ 

 

1） 走行速度区分別排出係数の推計 
まず、入手した計測データをもとに、以下の推計式を用いて回帰分析を行い、得られた回

帰式（下図参照）から設定した走行速度区分別（代表速度が 5,15,25,35,45,55,65,80km/h）排

出係数を算定する。 

 
   推計式   EF ＝ ａ×Ｖ ＋b×Ｖ２ ＋c／Ｖ ＋d 
           EF：排出係数（g/km） 
           Ｖ：平均車速（km/h） 
           ａ，b，c，d：係数 

平成 11 年度道路交通
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図 62 走行速度区分別の N2O排出状況 

 

走行速度区分別に代表速度を設定し、回帰式での代表速度の値を走行速度区分別排出係数と

する。ただし、天然ガス小型貨物車の N2O 排出係数の回帰式は低速と高速で負になるが、実

測値の最低値 0.0001g/kmを下回った場合はこの値とした。結果は下表に示すとおりである。 

排出係数の実測では、天然ガス/小型貨物車（バン）は半積載状態で行われたが、天然ガス/

普通貨物車（2t積みトラック）はシャシーダイナモ設備の許容最大重量の関係で、最大積載量

のおよそ 1/10 の積載量での試験であった。等価慣性重量（半積載状態）での排出係数を求め

るには、重量比率を乗じる等の補正が必要となる（ 3）排出係数参照）。 

 

表 273 走行速度区分別排出係数 

混雑時旅行速度(km/h)  10未満  10～19  20～29  30～39  40～49  50～59  60～69  70以上 

代表旅行速度(km/h) 5 15 25 35 45 55 65 80

小型貨物N2O排出係数(g/km) 0.0001 0.0002 0.0003 0.0003 0.0002 0.0002 0.0001 0.0001

普通貨物N2O排出係数(g/km) 0.1617 0.0114 0.0023 0.0083 0.0152 0.0193 0.0191 0.0094  
     （注：小型貨物車は半積載状態、普通貨物車は約 1/10 積載状態） 
 

2） 走行速度区分別走行割合 
次に、走行速度区分別走行量割合を、「平成 11年度道路交通センサス」（基本集計表「表 4-5 

道路種別別沿道状況別混雑時旅行速度別走行台キロ表」）から作成する。 

 

表 274  走行速度区分別の走行割合についての出典 

資料名 平成 11年度 道路交通センサス（全国道路交通情勢調査） 
一般交通量調査 基本集計表 

発行日 2001年 3月 
記載されている

最新のデータ 1999年度のデータ 

対象データ 「表 4-5 道路種別別沿道状況別混雑時旅行速度別走行台
キロ表」 
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道路交通センサスでは全国の主要幹線道路で観測が行われるが、主要道路を除いた細街路の

走行量及び走行速度に関する情報は把握されていない。そこで「自動車輸送統計年報」（国土

交通省）で把握されている全国自動車走行量から道路交通センサスより求めた走行量を差し引

いたものを細街路の走行量とみなし、そこでの走行割合を２分割して走行速度区分の 10～

19km/h、20～29km/hに組み入れている。その結果は下表に示すとおりである。 

 

表 275 走行速度区分別の走行量割合 

混雑時旅行速度(km/h)  10未満  10～19  20～29  30～39  40～49  50～59  60～69  70以上 合　　計

代表旅行速度(km/h) 5 15 25 35 45 55 65 80

走行速度区分別走行割合 0.72% 21.38% 28.85% 18.01% 15.18% 5.92% 2.10% 7.84% 100.00%  
 

3） 排出係数 
次に、走行速度区分別排出係数を、走行速度区分別走行量割合で加重平均し、それを設定す

る排出係数とする。 

ここで天然ガス/普通貨物車については、試験時の約 1/10 積載状態から半積載状態に排出係

数を補正する。天然ガス自動車の重量と排出係数の関係はデータがなく不明であるが、ここで

は普通貨物車の等価慣性重量（半積載）での排出係数として、重量比例により安全側の排出係

数を算出した。 

下表から、天然ガス/小型貨物車及び普通貨物車からの N2O の排出係数は 0.0002g/km、

0.0128g/kmとする。 

 

表 276 走行速度区分別排出係数及び平均値 

混雑時旅行速度(km/h)  10未満  10～19  20～29  30～39  40～49  50～59  60～69  70以上 

代表旅行速度(km/h) 5 15 25 35 45 55 65 80

走行速度区分別走行割合 0.72% 21.38% 28.85% 18.01% 15.18% 5.92% 2.10% 7.84%

小型貨物N2O排出係数(g/km) 0.0001 0.0002 0.0003 0.0003 0.0002 0.0002 0.0001 0.0001

小型貨物N2O排出係数平均値(g/km) 0.0002

普通貨物N2O排出係数(g/km) 0.2003 0.0142 0.0029 0.0102 0.0188 0.0239 0.0237 0.0116

普通貨物N2O排出係数平均値(g/km) 0.0128

（注：小型貨物、普通貨物とも半積載状態）  
 

（c）設定方法（天然ガス/小型貨物車及び普通貨物車以外） 
天然ガス/小型貨物車及び普通貨物車以外の車種からの N2O の排出に関しては、国内での公

開された計測データがなく、わが国独自の排出係数を設定することが困難である。 

そこで車種の特徴を考慮し、天然ガス/小型貨物車及び普通貨物車の排出係数を下表のよう

に利用することとする。 
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表 277 天然ガス自動車の N2O排出係数の車種別設定方法 

車　種
排出係数
実測値

他の車種の排出係
数の利用

備　考

小型貨物車 ○ －

普通貨物車 ○ －

乗用車 ○

軽乗用車 ×

軽貨物車

特種用途車 × △

（普通貨物車のデー
タを補正して利用）

バス × △

（普通貨物車のデー
タを補正して利用）

　大型路線バス：車両重量11t、車両総重量15ｔ→等価慣性重量13ｔ

　試験車（普通貨物）：車両重量3.28t、最大積載量2ｔ

                              →等価慣性重量4.335ｔ（乗員55kg 1名）

　等価慣性重量比率＝13/4.335＝3.0

　これよりバスの排出係数は普通貨物車の排出係数の３倍とする。

乗用車・軽自動車は、小型貨物車の排出係数の実測に用いたバンと同程
度、あるいはそれ以下の規格であるので、小型貨物車の排出係数をそのまま
利用する。

（小型貨物車のデー
タを利用）

天然ガス自動車の特種車はほとんどが塵芥車である。塵芥車は、普通貨物
車の排出係数の実測に用いた2t積みトラックと同じ2t積みが多いので、普通
貨物車の速度別排出係数をそのまま利用する。ただし、塵芥車の走行速度
は低速であることを考慮した（塵芥車の走行パターンデータを十分入手でき
なかったので、走行速度区分別走行量割合を作成する際、高速道路分を除
き、また細街路走行量は10～19km/hに組み入れた）。

バスは、普通貨物車の排出係数の実測に用いた2t積みトラックと車両重量が
大きく離れているので、普通貨物車の排出係数に等価慣性重量（普通は半
積載重量）の比率を乗じて利用する。

 
 

表 278 天然ガス自動車の車種別 N2O排出係数のまとめ 
汚染質 車　種 排出係数

平均値(g/km)

Ｎ２Ｏ 小型貨物 0.0002

（乗用、軽乗用、軽貨物）

普通貨物 0.0128

特種用途車 0.0145

バス 0.0384  
 

（d）排出係数の推移 
1990～2003年度の排出係数は、上記の排出係数と同じとする。 

 

表 279 1990～2003年度の N2O排出係数 
車　種

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

N2O 小型貨物、乗用、 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002 0.0002

軽乗用、軽貨物

普通貨物 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128 0.0128

特種用途車 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145 0.0145

バス 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384 0.0384

排出係数平均値(g/km)

 
 

（e）排出係数の課題 
   （データ） 

・ 今回入手した実測データは、小型貨物車及び普通貨物車それぞれにつき１車両について
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の排出係数であり、代表性については議論の余地がある。今後、より正確な排出係数の設定

のために多様な車両及び走行履歴の違う車両の排出係数データの蓄積を積極的に行う必要が

ある。 

   （過去の排出係数） 
・ 今回試験車両の小型貨物車は国土交通省認定超低排出ガス車（☆☆☆☆）であることか

ら、この車両より以前に存在する同車種類（軽乗用、乗用、軽貨物、小型貨物）に本結果を

用いることは、過去の排出係数を過小評価してしまう恐れがある。 

   （走行試験モード） 
・ 今回入手した実測データは、触媒が完全に立ち上がった暖機条件（ホットスタート）で

のデータであり、今後は冷始動段階（コールドスタート）での排出分の把握について検討す

ることが望ましい。 

   （走行速度区分別走行割合） 
・ 走行速度区分別排出係数を加重平均するときに用いる走行速度区分別走行割合を作成す

る際、道路交通センサスより求めた走行キロ数と自動車輸送統計年報での走行キロ数との差

分を細街路での走行キロ数とみなしている。今後、細街路での走行状況についてさらに詳細

に把握することが望まれる。 

④ 活動量 
天然ガス自動車（CH4）の場合と同じ。 

⑤ 排出量の推移 
算定式に従い、排出係数に走行量を乗じて、天然ガス自動車の車種別 N2O排出量を求めた。 

 

表 280 1990～2003年度の天然ガス自動車 N2O排出量（GgN2O） 
（単位：Gg-N2O/年）

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

乗用車 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000

バス 0.00000 0.00000 0.00000 0.00001 0.00002 0.00007 0.00016 0.00028 0.00043 0.00060 0.00072 0.00093 0.00134 0.00164

トラック 0.00000 0.00000 0.00000 0.00001 0.00002 0.00003 0.00005 0.00012 0.00030 0.00052 0.00099 0.00186 0.00281 0.00374

小型貨物 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00001 0.00001 0.00001 0.00001 0.00001

軽自動車等 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00001 0.00001 0.00001

塵芥車 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.00001 0.00002 0.00003 0.00005 0.00010 0.00020 0.00033 0.00046

合計 0.00000 0.00000 0.00000 0.00001 0.00004 0.00011 0.00022 0.00042 0.00077 0.00118 0.00183 0.00301 0.00450 0.00586  
 

表 281 1990～2003年度の天然ガス自動車 N2O排出量（CO2換算） 

（単位：Gg-CO2/年）

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

乗用車 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001

バス 0.000 0.000 0.001 0.002 0.007 0.022 0.049 0.085 0.133 0.186 0.223 0.288 0.416 0.508

トラック 0.000 0.000 0.000 0.002 0.005 0.010 0.015 0.037 0.094 0.161 0.307 0.577 0.870 1.160

小型貨物 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 0.002 0.002 0.002 0.003 0.003 0.004

軽自動車等 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 0.002 0.003 0.004

塵芥車 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 0.003 0.005 0.010 0.016 0.031 0.061 0.102 0.143

合計 0.000 0.000 0.001 0.004 0.013 0.034 0.068 0.129 0.240 0.366 0.566 0.932 1.394 1.818

（注：N2Oの地球温暖化係数は310とした）  
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⑥ その他特記事項 
・ 特になし。 

⑦ 不確実性評価 

（a）排出係数 

1） 評価方法 
天然ガス自動車の排出係数は、小型貨物車１台、普通貨物車１台の測定結果であるので、排

出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、「サンプル数が５未満」で「専門家の判断

により排出係数の確率密度関数の分布が得られない場合」を適用する。 

このとき、不確実性は以下の式により算定する。 

下限値までの不確実性＝－（採用値－下限値）／採用値 

上限値までの不確実性＝＋（上限値－採用値）／採用値 

また、全体の不確実性の評価に際しては、絶対値の大きい方を採用することとされている。 

ここでは、「我が国の排出係数として考えられる値の上限値、下限値」として、IPCCガイド

ラインのデフォルト値及び０をとった。排出量の大きい普通貨物車を考え、IPCC ガイドライ

ンのデフォルト値として Heavy-Duty Vehicles（通常エンジン）の 3.0g/kmとする。すると、CH4

については下限値までの不確実性は 100％、上限値までの不確実性は次のとおりである。 

CH4（普通貨物車）：3.0(g/km)/0.296(g/km)×100＝1000％ 

N2Oについては IPCCガイドラインのデフォルト値がなく、算出できないので、CH4と同じ

不確実性とする。 

2) 評価結果 
天然ガス自動車による排出係数の不確実性は、CH4、N2Oとも 1000％である。 

3) 評価方法の課題 
・ サンプル数を増やすこと。 

（b）活動量 

1) 評価方法 
ガソリン乗用車の不確実性評価と同様に、平成 14 年度算定方法検討会の設定した不確実性

の標準的値（50％）を用いる。 

2) 評価結果 
自動車の活動量の不確実性は、50％である。 

3) 評価方法の課題 
・ 自動車の走行量の統計的処理に基づく不確実性を検討する必要がある。 

(c) 排出量 
排出量の不確実性は、排出係数の不確実性と活動量の不確実性を用いて次式のとおり算定す

る。 

22
AEF UUU +=  
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U : 排出量の不確実性 
UEF : 排出係数の不確実性 
UA : 活動量の不確実性 

 

表 282 排出量の不確実性算定結果 

排出源 
排出係数 
（gN2O/k

m） 

排出係数の

不確実性 
（%） 

活動量 
（106台 km 

/年） 

活動量の 
不確実性 
（%） 

排出量 
（GgCO2） 

排出量の 
不確実性 
（%） 

天然ガス自動車（乗用） 0.0002 1000 12.07 50 0.0009 1001
天然ガス自動車（バス） 0.0384 1000 42.60 50 0.508 1001
天然ガス自動車（トラック） 0.0128 1000 291.92 50 1.160 1001
天然ガス自動車（小型貨物） 0.0002 1000 51.57 50 0.0036 1001
天然ガス自動車（軽自動車等） 0.0002 1000 50.345 50 0.0036 1001
天然ガス自動車（塵芥車） 0.0145 1000 66.018 50 0.143 1001
 
 

⑧ 今後の調査の方針 

・ 今後、より正確な排出係数の設定のために多様な車両及び走行履歴の違う車両の排出係

数データを積極的に蓄積するよう務める。 

・ 排出係数の課題を踏まえ、必要に応じて排出係数の設定方法の見直しを検討する。 

・ 塵芥車を含め、天然ガス自動車の走行量の把握が望まれる。 



ガソリン/二輪車（1A3b）Ｎ2Ｏ 

 206

(１４) ガソリン/二輪車（1A3b）Ｎ2Ｏ 

① 背景 
二輪車の登録台数は下表に示すように 1326万台（平成 16年 3月末現在）と多く、二輪車か

らの N2O排出量も無視できない。 

 

表 283  二輪車保有車両数（平成 16 年 3 月末現在） 

区　分 排 気 量 保有車両数

小型二輪 250cc超 1,370,331

軽二輪 125cc超250cc以下 1,810,594

第二種原動機付自転車 50cc超125cc以下 1,341,088

第一種原動機付自転車 50cc以下 8,739,686

合　計 13,261,699

(出典：「自動車保有車両数(自検協統計 平成16年3月末現在)」、

 　　　　自動車検査登録協力会)  

② 算定方法 

（a）算定の対象 
エンジンを有する二輪車の走行に伴って排出される N2Oの量。 

二輪車の車種は次のように区分される。 

 

表 284 二輪車区分 

区　分 排 気 量

小型二輪 250cc超

軽二輪 125cc超250cc以下

第二種原動機付自転車 50cc超125cc以下

第一種原動機付自転車 50cc以下  

（b）算定方法の選択 
PRTR制度の届け出対象外の排出量の推計方法として、二輪車からの THC排出量の算定方法

が環境省によってまとめられており、活動量の算定については同様の方法を用いる。二輪車か

らの N2O排出係数は、十分な国内測定データがないため、1996年改訂 IPCCガイドラインの排

出係数デフォルト値（US Motorcycles）を用いて算定を行う。 

PRTR の方法では、二輪車に係る排出量として「ホットスタート」、「コールドスタート時の

増分」の二つの発生源区分について算定しているが（平成 16 年度の PRTR 制度の方法では、

さらに「燃料蒸発ガス」を加えた三つの発生源区分について算定しているが、ここでは前者二

つのみを対象とする）、1996 年改訂 IPCC ガイドラインの排出係数デフォルト値（US 

Motorcycles）にはコールドスタート分が含まれていると考えられるので、区分しての算定は行

わない。 

（c）算定フロー 
算定フローは CH4の場合とほぼ同じである。 
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（d）算定式 
・ホットスタート（コールドスタート時の増分を含む） 

二輪車の車種別走行量に、車種別排出係数を乗じて算定する。 

AEFE ×=  

E : 車種別二輪車からのあるいは N2O排出量（gN2O/年） 
EF : N2O排出係数（gN2O/km） 
A : 二輪車車種別年間総走行量（台 km/年） 

 

③ 排出係数（ホットスタート（コールドスタートを含む）） 

（a）定義 
二輪車の車種別１台当たりの１km走行に伴って排出される gで表した N2Oの量。 

（b）設定方法 
二輪車からの N2O排出係数は、（社）日本自動車工業会の測定データによると、平成 15～16

年度の測定結果は数例あるものの、平成 10～12年度の測定では N2O排出係数は測定限界以下

となっている。 

二輪車からの N2O排出係数の有効な測定データが利用できないので、ここでは 1996年改訂

IPCCガイドラインの排出係数デフォルト値（US Motorcycles / European Motorcycles）を用いる

こととする（下表）。このうち、排出係数デフォルト値（US Motorcycles）にはコールドスター

ト分が含まれていると考えられるので、下表(1)を用いる。 

 

表 285 二輪車からの N2O排出係数 

(1)US （単位：g/km）

エンジン ストローク N2O排出係数

未対策 2&4 0.002

対策（触媒なし） 4 0.002

出典：1996年IPCCガイドライン

      

(2)ヨーロッパ （単位：g/km）

排気量 ストローク N2O排出係数

50cc以下 － 0.001

2 0.002

4 0.002
出典：1996年IPCCガイドライン

50cc超

 

（c）排出係数の推移 
1990～2003年度の排出係数は、上表(1)の排出係数と同じとする。 

 

表 286 1990～2003年度の N2O排出係数 

（単位：g/km）

年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

N2O 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002  
 

（d）排出係数の課題 
   （データ） 

・ 今後、国内の二輪車の N2O排出係数実測データの蓄積を行う必要がある。 
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・ また、二輪車の排ガス規制に応じて触媒付きのものが増えると、N2O が増加する可能性

が高い。そのため、一層のデータ実測に努める。 

④ 活動量 

（a）定義 
二輪車の車種別年間総走行量（台 km/年）。 

（b）活動量の把握方法 

1） 車種別年間走行量 
CH4の場合と同様。 

⑤ 排出量（ホットスタート（コールドスタートを含む）） 
算定式に従い、排出係数に走行量を乗じて、二輪車の車種別 N2O排出量を求める。 

 

表 287   1990～2003年度の二輪車の N2O排出量（ホットスタート） 
（単位：t/年）

年度 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

原付一種 29.51 27.01 26.05 22.98 21.98 22.53 22.06 21.61 18.16 16.54 16.01 17.48 17.10 15.56

原付二種 4.09 4.06 4.01 3.55 3.46 3.72 3.69 3.64 3.15 3.33 3.32 2.47 2.46 3.82

軽二輪 7.97 7.51 7.63 6.08 6.12 6.80 6.79 5.89 5.06 5.73 5.72 5.65 5.79 6.59

小型二輪 5.04 4.33 4.56 4.33 4.57 5.34 5.47 5.24 4.64 4.83 4.87 5.30 5.38 5.31

合計 46.62 42.91 42.26 36.93 36.13 38.39 38.01 36.38 31.01 30.44 29.93 30.89 30.74 31.28  
 

⑥ その他特記事項 
・ 特になし。 

⑦ 不確実性評価 

（a）排出係数 

1） 評価方法 
二輪車の N2O排出係数は、IPCCガイドラインのデフォルト値等を採用している。排出係数

の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、GPG(2000)に示された排出係数の不確実性（N2O：

50％）を採用する。 

2) 評価結果 
二輪車による N2O排出係数の不確実性は、50％である。 

3) 評価方法の課題 
・ 特になし。 

(b) 活動量 

1) 評価方法 
CH4 の場合と同様に、活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従う場合には、平成 14

年度算定方法検討会の設定した不確実性の標準的値（50％）を用いることとなる。 
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2) 評価結果 
二輪車の活動量の不確実性は、50％である。 

3) 評価方法の課題 
・ 二輪車の残存率や走行率に基づく不確実性を検討する必要がある。 

  (c) 排出量 

排出量の不確実性は、排出係数の不確実性と活動量の不確実性を用いて次式のとおり算定する。 

22
AEF UUU +=  

U : 排出量の不確実性 
UEF : 排出係数の不確実性 
UA : 活動量の不確実性 

 

     表 288   排出量の不確実性算定結果（二輪車ホットスタート（コールドスタートを含む）） 

排出源 排出係数 
（gN2O/km） 

排出係数の

不確実性 
（%） 

活動量 
（106台 km/
年） 

活動量の 
不確実性 
（%） 

排出量 
（GgN2O） 

排出量の 
不確実性 
（%） 

原付一種 0.002 50 7,725 50 0.016 71
原付二種 0.002 50 1,851 50 0.0038  71
軽二輪 0.002 50 3,330 50 0.0066 71

二輪車 
(N2O) 

小型二輪 0.002 50 2,734 50 0.0053 71

 

⑧ 今後の調査の方針 

（a）排出係数 
今後、国内の排出係数計測データの蓄積を行う必要がある。 

（b）活動量の課題 
二輪車の新車走行量、残存率や路上走行率等、二輪車に関するデータのさらなる把握が望ま

れる。 


